
年間授業計画（令和５年度） 
                                東京都立 東 高等学校 

科目（単位数） 生物（５単位） 

対象学年・（組・コース） ３年（理系）  選択（必選） 

使用教科書（出版社） 改訂版 生物（数研出版） 

副教材等 
スクエア最新図説生物（第一学習社） 
セミナー生物基礎＋生物（第一学習社） 

 

学期 学習内容 学習の目標・留意点 

学習活動（具体的に） 
「読解力」「言語力」 

「論理的思考能力」の育成 

１
学
期(

６
５)

時
間 

前
半 

生命現象と物質 
・生体物質と細胞 
・生命現象を支えるタンパ

ク質 
代謝とエネルギー 
・呼吸 
・光合成 
・化学合成 
・窒素同化 

 

既に学習している細胞の構造と機

能に関連づけて、生体内で重要なは

たらきを持つタンパク質について

学ぶ。 
呼吸と光合成のしくみを理解し、生

命現象とエネルギーの生産と消費

を理解する。 
 

生体内で様々な働きをする

タンパク質について、立体構

造と関連づけて考察する力

を身につける。 
呼吸と光合成の仕組みを理

論立てて説明する力を身に

つける。 
発芽種子の呼吸実験のデー

タをもとに、呼吸基質を判断

できるようにする。 

後
半 

遺伝子のはたらき 
・遺伝情報の発現 
・DNA の複製 
・遺伝情報の転写、翻訳 
・遺伝子の発現調節 
・バイオテクノロジー 
 
 
 
 
 
 
生殖と発生 
・生物の生殖と配偶子の形

成 
・動物の発生 
・動物の発生のしくみ 
・発生をつかさどる遺伝子 
・植物の発生 
 

転写、スプライシングおよび翻訳を

扱いセントラルドグマを理解する。 
遺伝情報の変化については、同一種

内での多様性にも触れる。 
バイオテクノロジーについては、制

限酵素、ベクターおよび遺伝子の増

幅技術にも触れる 
 
 
動物の配偶子形成から形態形成ま

での仕組みを理解する。 
減数分裂による遺伝子の分配と受

精により、多様な遺伝的な組み合わ

せが生じることを理解する。 
卵割から器官分化の始まり、形態形

成のしくみまでを理解する。 
植物の配偶子形成から形態形成ま

での仕組みを理解する。 
 

体のつくりを決める遺伝情

報の実態は何であり、どう保

存され、伝えられるのか、さ

らに情報がどういう形で形

質として発現するのかとい

った、遺伝情報の流れを説明

する力を身につける。 
遺伝子導入による形質の発

現の例を学び、バイオテクノ

ロジーの利用と将来につい

て思考する。 
有性生殖の仕組みによって

遺伝子の多様性が生まれる

ことや、形態形成における遺

伝子の発現について、既習事

項と関連づけて説明する力

を身につける。 

被子植物の受精における遺

伝子の組み合わせについて

推察する力を身につける。 



２
学
期(

７
０)

時
間 

前
半 

生物の環境応答 
・動物の刺激の受容と反応 
・ニューロンの性質と興奮

のしくみ 
・動物の行動 
・環境に応じた植物の一生

と植物ホルモン 
・環境要因による発芽の調

節 
 
 

外部環境の変化が内部環境に影響

を及ぼす場合、生物はどのようにし

て外部環境の変化を感知するかを

理解させる。 
本能行動から学習行動への変遷を、

特徴を踏まえながら考察する。 
植物にも刺激に反応する機構があ

り、外部環境の変化に応じて、成

長・反応するしくみを理解させる。

光合成の基本概念にもふれ、限定要

因について考察できるようにする。 

受容器の構造とはたらきに

ついて、具体的な適刺激を理

解し、さらに、効果器の作用

を知り、受容器と効果器の関

係について筋道を立てて説

明する力を身につける。 
筋収縮の実験データなどか

ら、興奮の伝導速度を算出す

ることができる。 
屈光性のしくみに関する実

験データから、オーキシンの

発見に至る経緯を探究する

ことができる。 

後
半 

生態と環境 

・個体群と環境 

・個体群の相互作用 

・種間の相互作用 

・生物群集の成り立ちと多

種の共存 

・食物網と物質生産 

・生態系の構造とエネルギ

ーの流れ 

・生態系と生物の多様 

性 

 

 

 
 
 
 
生物の進化と系統 
・生命の起源と生物の変遷 
・進化のしくみ 
・生物の系統 

多種多様な生物が、様々な環境に適

応し、かつ互いに関係しあって生活

していることを理解する。 

個体群に対する学習を通して、生態

的地位、生態的同位種の概念を学

ぶ。 

生態系における物質生産とエネル

ギー効率について理解する。 

生態系における生物多様性に影響

を与える要因を理解し、生物多様性

の重要性を認識する 

物質生産については、年間生産量を

取り上げ生産者の現存量と関連付

けられるようにする。 

生物は共通の祖先から、長い年月を

かけて進化してきたこと、また、進

化のしくみについて理解する。 
生物は進化の筋道である系統に基

づいて分類できることを理解する。 

生物の個体群と群集および

生態系について観察、実験な

どを通して探求し、それらの

構造や変化のしくみを理解

し、生態系のバランスや生物

多様性の重要性について説

明する力を身につける。 

生物多様性では、遺伝的多様

性、種多様性および生態多様

性も扱う。 

個体群の絶滅を加速する要

因も考察できるようにする。 

 

生物の変遷を地球環境の変

化に関連付けて説明できる

力を身につける。 
生物の進化の過程とそのし

くみ及び生物の系統につい

て、観察、実験などを通して

探求し、生物界の多様性と系

統を理解し、進化についての

考え方を身につける。 

３
学
期(

４
０)

時
間 

 センター試験・私大一般入

試・看護専門入試等に対応

するため直前対策として

演習問題に取り組む。 

入試問題の中から、考察力を必要と

する問題を取り上げ、考える力を養

う。 

長文の読みとりやグラフの

読み取り、データの解析等

を、これまでの知識や理解を

もとに、洞察できる能力を養

う。 

 
評価の観点･視点 
基本的事項の理解度（定期考査、小テスト）、学習に取り組む姿勢（授業態度）などから総合的に判断す

る。生物や生物現象を分析的・総合的に考察する能力に関することは重視する。 

 


